
第２４回男のゆうゆう塾講座アルバム（２０２２年度）
第9講座　平林寺・野火止用水・引又宿を訪ねて

日時
場所
講師

出席者
（16名）

コロナ禍なので、参加者を基礎疾患の無く体温が常温の方に絞っての社会見学で、まずは「平林
寺」を参拝しました。
平林寺は、境内を流れる野火止用水、真っ直ぐ延びる参道、総門、茅葺屋根の伽藍が特徴で、
南北朝時代に創建され、江戸時代～明治時代を通して川越藩とも関係が深い武蔵野の禅刹で
す。季節柄、楓や紅葉の真赤な色に染まりそうな境内でした。担当者のガイドがとても良かったで
す。

2022年11月26日（土）９：00～16:00
志木駅～平林寺～野火止用水～新座～志木駅

アシスタント　冨野芳雄

戸田、斉藤、加藤、竹内、佐藤、永山、冨野、大島、栗原、神谷、仁科、石原、
東馬、所、新井、藤牧、

塾生　石原利朗さん



第２４回男のゆうゆう塾講座アルバム（２０２２年度）
第9講座　平林寺・野火止用水・引又宿を訪ねて

平林寺のあとは、野火止用水に沿って平林寺近郊の緑地帯から、新座市内を通って新河岸川ま
で散策しました。
野火止用水の多摩川用水から野火止・新河岸川までの２４ｋｍは、川越藩主松平信綱等によって
作られました。その先は、新河岸川の上に「いろは樋」（水路橋）が架けられ、対岸地区まで灌漑
用水が引かれていて、そのお陰で新田が潤い引又宿等（現在の志木市）が栄えました。
平林寺境内では生憎の小雨模様でしたが、その後、雨も上がり見学日和となりました。


